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１．持続する資金繰り管理のポイント

２．資金繰り管理を持続させる４つのステップ

３．活用支援コンテンツ/受講者特典

本日の内容
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資金繰り管理の第一歩は、手間なく基礎数値を作成することです。
会計データを活用することで、数値の作成作業を大幅に削減できます。

持続する資金繰り管理のポイント

01

02

03

会計データを活用して効率的に行う

高度化よりも習慣化を優先する

徐々に精度が高まる運用を行う

最初から高度な運用を目指すと、管理負担が増え継続が難しくなります。
無理なく続けられる運用から始めることが重要です。

一度に高度化するのではなく、
段階的に管理レベルを高めながら予測精度を向上させます。
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資金繰り管理の実践ステップ

過去の資金収支を

知る

STEP1 STEP2

未来の資金繰りを

予測する

STEP3

資金繰り予測を

習慣化する

STEP4

予測精度を

高める

まずは無理なく続けられる運用を定着させ、段階的に予測精度を高める
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資金繰り機能の紹介

3,000円 (税抜)

会計データを連携するだけで、ワンクリックで資金
繰り実績を作成し、過去実績を活用して簡単に予測
を作成できます。

会計データを活用して簡単に資金予測

入出金項目を自由に細分化できます。
さらに予測と実績の対比をすることで、ズレを認識
して、予測精度を高めることができます。

活用しながら予測精度向上

月額

会計データを活用して
かんたんに精度の高い資金繰り管理を実現
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実践STEP１

過去の資金収支を知る

❷ 資金収支構造の理解

❸ 入出金項目と取引の関連を理解

❶ 資金繰りデータの作成
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実践内容

実践STEP１ 過去の資金収支を知る

レイアウトは
「簡易」がおすすめ

作成期間は
直近12ヵ月実績を選択
会計期間をまたいだ
期間指定が可能

表示は1列表示で開始

簡易レイアウトで運用をスタート

最初はシンプルにして、必要に応じて細分化

まずは過去12ヵ月間の実績を確認

未来を考える前に過去の収支を理解することが重要

1

２

3

❶ 資金繰りデータの作成

✓

✓
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会計データ（仕訳）をもとに、直近12カ月間の資金繰り実績を作成

実践STEP１ 過去の資金収支を知る

❶ 資金繰りデータの作成
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3区分の収支を確認

経常収支と投資/財務のバランスが重要

経常収支：本業の活動による収支

１

投資収支：設備投資や資産売却による収支

２

財務収支：借入返済や資金調達による収支

３

主な収入：売上入金､営業外入金（利息､家賃､雑収入）

主な支出：仕入支出､経費支出､納税支出

主な収入：資産売却､積立金の取り崩し

主な支出：設備投資､保険・定期預金の積み立て

主な収入：資金調達

主な支出：借入金返済

実践STEP１ 過去の資金収支を知る

実践内容

✓

❷ 資金収支構造の理解
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金額が多い順に明細を確認

重要な入出金項目と取引の関連を理解 「明細」をクリックして取引内容を確認
1

❸ 入出金項目と取引の関連を理解

実践STEP１ 過去の資金収支を知る

実践内容

✓
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状況に応じて連動設定を見直し

想定と集計結果にギャップがある場合は連動設定を調整

会計データ（仕訳）

借方科目 金額 / 貸方科目 金額

現金 50,000 / 売上高 50,000

普通預金 300,000 / 売掛金 300,000

買掛金 100,000 / 普通預金 100,000

会計データとの連動設定は
自由に変更可能

1

現預金科目の「相手科目情報」を検索して集計
この設定の場合、現預金取引のうち
相手科目が「売掛金」「売上高」なら売上収入に集計される

２

❸ 入出金項目と取引の関連を理解

実践STEP１ 過去の資金収支を知る

実践内容

✓
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実践STEP２

未来の資金繰りを予測する

❷ 予測の基礎数値を作成

❶ 予測期間の表示

❸ 予測数値の見直し
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実践STEP２ 未来の資金繰りを予測する

予測期間の表示

3ヵ月実績＋9ヵ月予測に表示期間を変更

❶ 予測期間の表示

実施内容

✓

2025年 2026年

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

12ヵ月実績表示

3ヵ月実績＋9ヵ月予測表示
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投資/財務の予測に確定数値を入力

確定している投資額や返済額を入力

❷ 予測の基礎数値を作成

実践STEP２ 未来の資金繰りを予測する

実施内容

✓

予測しやすい項目から埋めるのが基本
投資/財務は正確な予測が可能な項目となるため
一番最初に予測数値を入力

1
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経常収支の予測に前年実績を反映

自動計算機能を利用して前期実績を反映

❷ 予測の基礎数値を作成

実践STEP２ 未来の資金繰りを予測する

実施内容

✓

「入力補助」機能を利用して
予測期間に前年実績を反映

1
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直近3ヵ月 ⇒ 4ヵ月目以降の順で見直しを行う

見通しが立てやすい期間と、傾向で予測する期間を分けて検討

❸ 予測数値の見直し

実践STEP２ 未来の資金繰りを予測する

実施内容

✓

経常支出から予測の見直しを実施

納税⇒人件費⇒その他経費⇒仕入の順で見直し

✓

まずは考えやすい直近3ヵ月の見込みを見直し、
その内容や傾向を踏まえて4ヵ月目以降の予測を調整

1

見込みを立てやすい納税や人件費から予測を調整し、
その後、経費⇒仕入の順に予測を調整

2
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異常値を見つけたら個別に調整

前年の明細を確認して要因を把握しながら調整

❸ 予測数値の見直し

実践STEP２ 未来の資金繰りを予測する

実施内容

✓

予測数値の「明細」から前年実績の取引を確認
「継続的支出」か「一時的支出」か見極めて調整

1
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経常収入の調整

直近3ヵ月と4ヵ月目以降は切り分けて検討

❸ 予測数値の見直し

実践STEP２ 未来の資金繰りを予測する

実施内容

✓

直近3ヵ月は重点的に見直しを行い、
4ヵ月目以降は一定の根拠にもとづいて調整

・売上計画にもとづいて調整
・売上の傾向に合わせて、前年比○％増減で調整
・直近数ヵ月の平均値で調整
・前年実績をそのまま活用

1
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予測調整の履歴を記録

見直しの記録を残すとこが予測精度向上の第一歩

❸ 予測数値の見直し

実践STEP２ 未来の資金繰りを予測する

実施内容

✓

コメント機能を利用して
予測数値の根拠を記録

1
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実践STEP３

資金繰り予測を習慣化する

❷ 最新実績の反映（試算表確定後）

❶ 開始残高の調整（月初）

❸ 週1回の予測見直しを実施
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実践STEP３ 資金繰り予測を習慣化する

当月の開始残高を実績に合わせて予測額を確認

試算表の確定を待たずに当月予測を実施

❶ 開始残高の調整（月初）

実践内容

✓

前月（4月）の会計は締まっていないため
5月の開始残高に直接実績を入力

1

最新の残高予測を確認

2
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表示期間をスライドし最新実績を反映

事前にbixidに会計データを連携して、資金繰りに反映

❷ 最新実績の反映（試算表確定後）

実践STEP３ 資金繰り予測を習慣化する

実践内容

✓

表示期間を1ヵ月スライド
（3ヵ月実績＋9ヵ月予測）

1

表示を実績に変更し
「更新」を実行

2
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新たに表示した予測月の調整

基本手順に沿って予測数値を登録

❷ 最新実績の反映（試算表確定後）

実践STEP３ 資金繰り予測を習慣化する

実践内容

✓

・投資/財務収支は確定額を入力
・経常収支は前年実績を登録
・金額に異常性があれば個別に調整

1
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週1回の予測見直し

3つに区切って予測を調整

❸ 週1回の予測見直しを習慣化

実践STEP３ 資金繰り予測を習慣化する

実践内容

✓

確定情報をもとに
当月予測を見直し

1

売上や経費見込み
をもとに予測を調整

2

実績＋3ヵ月予測の傾向を
もとに予測を調整

3
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実践STEP４

予測精度を高める

❷ 入出金項目のカスタマイズ

❶ 予測と実績の比較
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実践STEP４ 予測精度を高める

予測と実績のズレと要因を把握

予実分析を習慣化することにより自然と精度が高まる

❶ 予測と実績の比較

実践内容

✓

予実差を確認し
予測と実績のズレを認識

1

取引明細を確認して
ズレの要因を把握

2

同じようなズレがないか
予測を見直し

3
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実践STEP４ 予測精度を高める

重要項目の細分化

金額の大きな項目を中心に細分化

❷ 入出金項目のカスタマイズ

実践内容

✓

重要な項目は細分化し
より分かりやすく管理

1
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実践STEP４ 予測精度を高める

会計データの連動設定

追加した項目の会計データの連動条件を設定

❷ 入出金項目のカスタマイズ

実践内容

✓
補助科目や取引先、
摘要のキーワードを利用して
詳細な連動条件を設定

1

連動が難しい場合は
会計ソフトの入力方法を見直し

2
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資金繰り管理の第一歩は、手間なく基礎数値を作成することです。
会計データを活用することで、数値の作成作業を大幅に削減できます。

本日のまとめ

01

02

03

会計データを活用して効率的に行う

高度化よりも習慣化を優先する

徐々に精度が高まる運用を行う

最初から高度な運用を目指すと、管理負担が増え継続が難しくなります。
無理なく続けられる運用から始めることが重要です。

一度に高度化するのではなく、
段階的に管理レベルを高めながら予測精度を向上させます。
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本日のまとめ

過去の資金収支を

知る

STEP1 STEP2

未来の資金繰りを

予測する

STEP3

資金繰り予測を

習慣化する

STEP4

予測精度を

高める

まずは無理なく続けられる運用を定着させ、段階的に予測精度を高める
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で活用支援動画を確認！
視聴方法

機能紹介動画 活用支援動画（全４回）

社内関係者や顧問先への紹介に活用！ 動画の案内に沿って実践！

サポートコンテンツのご案内

▼ここから確認
 下のロゴをクリック！

▼ bixidから確認
sharingメニューを選択

https://bixid.net/Channel/Category/d7ed8100-a957-4d7e-b185-1e09b089bd99


本文書は、株式会社YKプランニングが著作権その他の

権利を有する営業秘密（含サプライヤー等第三者が権利を有するもの）です。

当社の許可なく複製し利用すること、また漏洩することは『著作権法』

および『不正競争防止法』によって禁じられております。

本資料内の社名・製品名は各社の商標または登録商標です。
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